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合
併
し
た
町
村
も
独
立
宣
言
を

し
た
町
村
も
七
年
後
の
二
〇
〇
九

年
に
は
同
じ
運
命
が
待
ち
受
け
て

い
る
。
こ
の
年
、
大
学
の
収
容
人

員
数
と
入
学
希
望
者
数
が
ほ
と
ん
ど
一
致

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
少
子
化
が
進
ん

で
、
世
界
に
例
を
み
な
い
�
大
学
全
入
�

と
い
う
珍
現
象
が
出
現
す
る
わ
け
で
あ

る
。こ

う
な
れ
ば
「
大
卒
」
な
ん
て
珍

し
く
な
く
な
る
か
ら
、
各
大
学
は
い

ま
か
ら
「
大
学
院
」
の
設
置
に
大
忙
し
で

あ
る
。
自
治
体
の
職
員
も
、
も
ち
ろ
ん
、

う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

第
一
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
求
め
ら

れ
る
も
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｍ（
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
で
あ
る
。
早
い

話
が
、
市
場
原
理
を
導
入
し
て
、
能
率
・

経
済
性
・
有
効
性
を
追
及
す
る
の
が
眼
目

と
な
っ
て
く
る
。
こ
う
な
る
と
、
い
わ
ゆ

る
�
お
役
所
仕
事
�
は
厳
し
い
評
価
の
対

象
に
な
る
。
つ
ま
り
、
Ｖ
Ｆ
Ｍ
（
ヴ
ァ

リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
）
と
い
う
物

差
で
業
績
や
成
果
が
点
検
さ
れ
る
か
ら
、

政
策
立
案
の
段
階
か
ら
精
緻
化
が
要
求
さ

れ
、
し
か
も
そ
の
後
に
続
く
施
策
評
価
、

事
務
事
業
評
価
ま
で
、
一
応
は
試
算
し
て

視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。第

二
。「
大
卒
」
の
ま
ま
で
い
る
と
、
二

〇
〇
九
年
を
き
っ
か
け
に
、
祈
し
く
役
所

に
く
る
後
輩
が
「
大
学
院
卒
」
で
、
豊
か

な
知
識
や
技
法
を
身
に
つ
け
た
も
の
が
多

く
な
り
、
使
い
に
く
い
と
い
う
問
題
も
出

て
く
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
が
読
め
る
以
上
、
い

ま
か
ら
自
治
体
の
中
の
政
策
立
案
能
力
を

高
め
る
た
め
、
近
く
の
大
学
院
に
出
向
さ

せ
る
、
夜
間
の
大
学
院
で
勉
強
さ
せ
る
、

Ｂ
Ｓ
を
使
っ
た
大
学
院
通
信
講
座
を
公
費

で
受
け
さ
せ
る
な
ど
、
所
内
研
修
に
積
極

的
な
道
を
ひ
ら
く
べ
き
だ
ろ
う
。

第
三
。
少
子
化
の
も
う
ひ
と
つ
の
問
題

は
、
小
・
中
学
校
の
校
舎
の
後
始
末

で
あ
ろ
う
。
す
で
に
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
転
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
私
は
社
会
的
実
効
性
が
高
い
の
は
、

四
月
か
ら
始
ま
る
総
合
学
習
時
間
を
利
用

し
て
、
作
業
場
・
実
験
場
・
団
体
訓
練
用

の
ジ
ム
な
ど
に
作
り
か
え
る
こ
と
だ
と
思

う
。
そ
の
た
め
の
設
計
は
住
民
コ
ン
ペ
に

し
た
い
。

（
評
論
家　

草
柳
大
蔵
）
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政 策

◆
地
方
交
付
税
所
要
額
の
確
保

　

平
成
十
四
年
度
の
地
方
財
政
対
策
で

は
、
引
き
続
き
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
財

源
不
足
の
補
て
ん
に
つ
い
て
、
う
ち
通
常

収
支
の
不
足
一
〇
兆
六
、
六
五
〇
億
円

は
、
平
成
十
三
年
度
の
制
度
改
正
を
踏
ま

え
て
、
財
源
不
足
の
う
ち
財
源
対
策
債
等

を
除
い
た
残
余
に
つ
い
て
は
国
と
地
方
が

折
半
し
、
国
負
担
分
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
に
よ
り
、
地
方
負
担
分
は
特
例
地

方
債
（
臨
時
財
政
対
策
債
）
に
よ
り
補
て

ん
す
る
こ
と
を
基
本
に
対
応
し
た
が
、
国

と
地
方
の
財
政
運
営
を
勘
案
し
て
国
負

担
・
地
方
負
担
分
と
も
、
そ
の
四
分
の
一

は
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
で
補
て
ん
し

た
。
ま
た
、
恒
久
的
減
税
の
実
施
に
伴
う

影
響
の
補
て
ん
三
兆
四
、
五
一
〇
億
円

は
、
う
ち
地
方
税
の
減
収
一
兆
九
、
四
一

八
億
円
は
国
の
た
ば
こ
税
一
部
移
譲
や
地

方
特
例
交
付
金
、
減
税
補
て
ん
債
等
で
、

地
方
交
付
税
へ
の
影
響
一
兆
五
、
〇
九
二

億
円
は
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
に
よ
り

補
て
ん
し
国
と
地
方
が
折
半
し
て
償
還
す

る
。

　

以
上
の
結
果
、
平
成
十
四
年
度
の
地
方

交
付
税
総
額
は
、
①
法
定
五
税
に
係
る
地

方
交
付
税
額
一
二
兆
六
、
四
四
八
億
円
②

国
の
一
般
会
計
か
ら
の
加
算
額
三
兆
四
、

六
三
二
億
円
③
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金

三
兆
五
、
二
五
八
億
円
の
合
計
額
に
、
交

付
税
特
別
会
計
利
子
支
払
い
額
等
八
八
九

億
円
を
差
し
引
い
た
一
九
兆
五
、
四
四
九

億
円
と
す
る
。
前
年
度
比
八
、
〇
四
九
億

円
、
四
・
〇
％
の
減
少
と
な
る
。
な
お
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
加
算
す
る
と
総
額
二

二
兆
七
、
七
一
〇
億
円
、
前
年
度
比
九
、

七
二
四
億
円
、
四
・
五
％
の
増
と
な
る
。

﹇
基
準
財
政
需
要
額
の
見
直
し
﹈

　

前
年
度
に
引
き
続
き
臨
時
財
政
対
策
債

を
発
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
経
常
経
費
に

係
る
「
企
画
振
興
費
」「
そ
の
他
の
諸
費

（
人
口
）」、
投
資
的
経
費
に
係
る
「
そ
の
他

の
土
木
費
」「
そ
の
他
の
諸
費
（
人
口
・

面
積
）」の
単
位
費
用
を
引
き
下
げ
る
。
各

団
体
の
基
準
財
政
需
要
額
か
ら
臨
時
財
政

対
策
債
へ
の
振
替
額
は
、
道
府
県
分
・
市

町
村
分
と
も
に
平
成
十
三
年
度
の
二
・
二

倍
程
度
と
な
る
。

　

算
定
方
法
の
見
直
し
で
は
、
事
業
費
補

正
に
つ
い
て
地
方
債
元
利
償
還
金
の
事
業

費
補
正
方
式
に
よ
る
基
準
財
政
需
要
額
へ

の
算
入
率
を
引
き
下
げ
、
単
位
費
用
に
よ

り
措
置
す
る
標
準
事
業
費
方
式
に
振
り
替

え
る
。
ま
た
、
単
独
事
業
に
つ
い
て
、
地

域
総
合
整
備
事
業
を
廃
止
し
、
い
わ
ゆ
る

ハ
コ
物
整
備
は
原
則
対
象
外
と
し
喫
緊
の

政
策
課
題
で
あ
る
重
点
七
分
野
の
基
盤
整

備
事
業
を
対
象
と
す
る
「
地
域
活
性
化
事

業
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、「
合
併
特
例

事
業
」「
防
災
対
策
事
業
」
を
創
設
す
る
。

　

こ
の
ほ
か「
経
常
経
費
」に
つ
い
て
、介

護
保
険
制
度
の
支
援
を
は
じ
め
以
下
の
経

費
等
を
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
す
る
。

　

個
性
あ
る
地
方
の
活
性
化
、
少
子
・
高

齢
社
会
に
向
け
た
地
域
福
祉
施
策
の
充

実
、
教
職
員
定
数
の
改
善
、
義
務
教
育
施

設
の
整
備
、
私
学
助
成
、
教
育
情
報
化
対

策
、
地
方
団
体
の
情
報
化
施
策
、
自
然
環

境
の
保
全
、
廃
棄
物
の
減
量
化
、
道
路
・

街
路
・
公
園
・
下
水
道
・
社
会
福
祉
施

設
・
清
掃
施
設
な
ど
公
共
施
設
整
備
・
維

持
管
理
、
国
土
保
全
対
策
、
農
山
漁
村
対

策
、
森
林
・
山
村
対
策
、
中
心
市
街
地
再

活
性
化
対
策
、
消
防
救
急
業
務
の
充
実
・

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
・
震
災

対
策
の
推
進
等
。

　

こ
の
結
果
、
基
準
財
政
需
要
額
の
伸
び

率
（
臨
時
財
政
対
策
債
の
振
替
措
置
後
）

は
、
平
成
十
三
年
度
に
比
べ
、
経
常
経
費

は
道
府
県
分
二
・
五
％
程
度
の
減
、
市
町

村
分
三
・
五
％
程
度
の
減
、
投
資
的
経
費

（
事
業
費
補
正
分
を
除
く
）は
道
府
県
分
二

〇
・
五
％
程
度
の
減
、
市
町
村
分
一
七
・

〇
％
程
度
の
減
と
な
る
。

﹇
基
準
財
政
収
入
額
﹈

　

恒
久
的
な
減
税
や
地
方
税
制
改
正
を
踏

ま
え
た
収
入
見
込
み
額
を
基
礎
と
す
る
ほ

か
、
法
人
関
係
税
・
住
民
税
利
子
割
は
清

算
措
置
す
る
。
ま
た
、
恒
久
的
減
税
に
伴

う
地
方
特
例
交
付
金
・
減
税
補
て
ん
債
相

当
額
の
一
定
割
合
を
基
準
財
政
収
入
額
に

算
入
す
る
。

◆
市
町
村
分
の
段
階
補
正
の
見
直
し

　

平
成
十
四
年
度
の
地
方
交
付
税
の
改
正

の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
に
、
市
町
村

分
の
段
階
補
正
の
見
直
し
が
あ
る
。
昨
年

地
方
交
付
税
法
改
正
法
案
を
閣
議
決
定

地
方
交
付
税
法
改
正
法
案
を
閣
議
決
定

地
方
交
付
税
法
改
正
法
案
を
閣
議
決
定

地
方
交
付
税
法
改
正
法
案
を
閣
議
決
定

交
付
税
特
別
会
計
借
入
を
継
続

交
付
税
特
別
会
計
借
入
を
継
続

交
付
税
特
別
会
計
借
入
を
継
続

　

政
府
は
二
月
八
日
、「
地
方
交
付
税
法
等
改
正
法
案
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
同

改
正
法
案
は
、
地
方
交
付
税
の
所
要
額
確
保
の
た
め
総
額
の
特
例
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
行
政
経
費
の
財
源
措
置
の
た
め
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
方
法

を
改
正
す
る
も
の
。
大
幅
な
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
平
成
十
三
年
度

の
制
度
改
正
を
踏
ま
え
て
廃
止
す
る
予
定
だ
っ
た
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
を

存
続
し
た
の
が
特
徴
。
総
額
は
前
年
度
比
四
・
〇
％
の
減
少
と
な
る
。

VVVVVVVVVV

VVVVVVVVVV
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伸び率
（Ｃ）/（Ｂ）×１００

（Ａ）－（Ｂ）
（Ｃ）

平成１３年度
単位費用

（Ｂ）

平成１４年度
単位費用

（Ａ）
区 分

１．９２００１０，７００１０，９００経 常人 口一 消 防 費
－６．６－８，０００１２２，０００１１４，０００経 常道 路 の 面 積１ 道路橋りょう費

二

土

木

費

－１３．５－８９，０００６６０，０００５７１，０００投 資道 路 の 延 長
０．００３５，１００３５，１００経 常係留施設の延長港

湾２ 港 湾 費 １０．０８５０８，４６０９，３１０投 資外郭施設の延長
０．００１４，７００１４，７００経 常係留施設の延長漁

港 ２．５１７０６，７１０６，８８０投 資外郭施設の延長
－１．４－２０１，３９０１，３７０経 常都市計画区域に

お け る 人 口３ 都 市 計 画 費 －５．５－７０１，２７０１，２００投 資
１．２８６７３６８１経 常人 口４ 公 園 費 －１４．９－４５３０３２５８投 資
３．３１，４００４２，８００４４，２００経 常都市公園の面積
－６．３－１０１６０１５０経 常人 口５ 下 水 道 費 ２．９３１０２１０５投 資
２．５４０１，５９０１，６３０経 常人 口６ その他の土木費 －３８．５－２１０５４６３３６投 資
０．２１００４７，２００４７，３００経 常児 童 数

１ 小 学 校 費
三

教

育

費

０．６６，０００９４４，０００９５０，０００経 常学 級 数 ６．６５１，０００７７５，０００８２６，０００投 資
０．１１３，０００１０，８１２，０００１０，８２５，０００経 常学 校 数
０．００４０，０００４０，０００経 常生 徒 数

２ 中 学 校 費 ０．００１，１５０，０００１，１５０，０００経 常学 級 数 ６．６５１，０００７７５，０００８２６，０００投 資
－２．７－３７４，０００１３，７２１，０００１３，３４７，０００経 常学 校 数
１．０８１，０００８，０４４，０００８，１２５，０００経 常教 職 員 数

３ 高 等 学 校 費 －４．４－３，２００７３，１００６９，９００経 常生 徒 数 －５．６－２，２００３９，１００３６，９００投 資
０．８５０６，３９０６，４４０経 常人 口４ その他の教育費 －１３．５－５１３７８３２７投 資
０．５２，０００４０１，０００４０３，０００経 常幼稚園の幼児数
３．６１９０５，２２０５，４１０経 常市 部 人 口１ 生 活 保 護 費

四

厚

生

費

７．１５２０７，２８０７，８００経 常人 口２ 社 会 福 祉 費 －２．９－１７５７９５６２投 資
７．８３００３，８３０４，１３０経 常人 口３ 保 健 衛 生 費

－１１．８－８，７００７３，７００６５，０００経 常６５歳以上人口４ 高齢者保健福祉費 －１８．０－５００２，７８０２，２８０投 資
－１７．３－７，４００４２，７００３５，３００経 常７０歳以上人口
－３．７－２７０７，２１０６，９４０経 常人 口５ 清 掃 費 ２．８２２７７９８０１投 資
０．９６００６４，９００６５，５００経 常農 家 数１ 農 業 行 政 費五

産
業
経
費

－８．４－３，９００４６，５００４２，６００投 資
３．３４０１，２１０１，２５０経 常人 口２ 商 工 行 政 費
２２．２２４，０００１０８，０００１３２，０００経 常林業、水産業及び

鉱業の従業者数３ その他の産業経済費 ８．９１１，０００１２４，０００１３５，０００投 資
－２１．５－９２０４，２７０３，３５０経 常人 口１ 企 画 振 興 費六

そ
の
他
の
行
政
費

－９．０－１４０１，５５０１，４１０投 資
－７．７－７５０９，７００８，９５０経 常世 帯 数２ 徴 税 費
－２．２－４０１，８２０１，７８０経 常戸 籍 数３ 戸籍住民基本台帳費 －０．６－２０３，１４０３，１２０経 常世 帯 数
－２０．５－２，１１０１０，３００８，１９０経 常人 口

４ その他の諸費 －２７．１－４６０１，７００１，２４０投 資
－２．６－６８，０００２，６４１，０００２，５７３，０００経 常面 積 －８０．６－２３０，４００２８６，０００５５，６００投 資
０．００９５０９５０１ 災 害 復 旧 費

七

公

債

費

０．００８００８００２ 辺 地 対 策 事 業 債 償 還 費
０．００８００８００平成１０年度以前許可債に係るもの３ 補正予算債償還費 ０．００２０２０平成１１年度以降許可債に係るもの

－６１．５－４０６５２５４ 地 方 税 減 収 補 て ん 債 償 還 費
－５．８－４６９６５５ 地 域 財 政 特 例 対 策 債 償 還 費
０．００８７８７６ 臨 時 財 政 特 例 債 償 還 費
０．００１４９１４９７ 公 共 事 業 等 臨 時 特 例 債 償 還 費
－２．１－２９４９２８ 財 源 対 策 債 償 還 費
０．００４１４１９ 減 税 補 て ん 債 償 還 費
４６．０２９６３９２１０臨 時 税 収 補 て ん 債 償 還 費
皆増１５－１５１１臨 時 財 政 対 策 債 償 還 費
０．００８００８００１２地 域 改 善 対 策 特 定 事 業 債 等 償 還 費
０．００７００７００１３過 疎 対 策 事 業 債 償 還 費
０．００５００５００１４公 害 防 止 事 業 債 償 還 費
０．００５００５００１５石 油 コ ン ビ ナ ー ト 等 債 償 還 費
０．００５００５００１６地 震 対 策 緊 急 整 備 事 業 債 償 還 費
０．００７００７００１７合 併 特 例 債 償 還 費
皆増７００－７００１８原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 振 興 債 償 還 費
０．００９５０９５０１９災 害 復 興 等 債 利 子 支 払 費

（参考）平成１４年度単位費用（市町村分） （単位：円、％）
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政 策

六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
今
後
の
経
済

財
政
運
営
及
び
経
済
社
会
の
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
」
で
、
地
方
交
付
税
の

改
革
に
関
連
し
て
「
段
階
補
正
が
、
合
理

化
や
効
率
化
へ
の
意
欲
を
弱
め
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
見
直
し
を
図
る
べ

き
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
具

体
化
す
る
も
の
。
今
回
の
地
方
交
付
税
法

等
改
正
法
案
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、
七
月
の
省
令
改
正
を
踏
ま
え
て
個
別

団
体
ご
と
に
算
定
し
、
同
月
末
の
地
方
交

付
税
大
綱
で
正
式
決
定
す
る
。

　

見
直
し
の
趣
旨
は
、
小
規
模
団
体
の
う

ち
、
職
員
の
兼
務
や
外
部
委
託
等
に
よ
り

合
理
的
・
効
率
的
に
行
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
地
方
団
体
の
実
態
を
反
映
し
た
見

直
し
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
全
団
体
の

平
均
を
基
礎
と
し
て
割
り
増
し
率
を
算
出

す
る
手
法
を
改
め
、
よ
り
効
率
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
る
上
位
三
分
の
二
の
団

体
の
平
均
を
基
礎
と
し
て
割
り
増
し
率
を

算
出
す
る
。
見
直
し
は
、
各
団
体
へ
の
影

響
を
勘
案
し
て
平
成
十
四
年
度
か
ら
三
年

間
で
引
き
下
げ
る
。
見
直
し
の
対
象
費
目

は
、
消
防
費
、
そ
の
他
の
土
木
費
、
そ
の

他
の
教
育
費
、
社
会
福
祉
費
、
保
健
衛
生

費
、
高
齢
者
保
健
福
祉
費
、
農
業
行
政
費
、

商
工
行
政
費
、企
画
振
興
費
、徴
税
費
、戸

籍
住
民
基
本
台
帳
費
、
そ
の
他
の
諸
費
。

﹇
各
団
体
へ
の
影
響
額
﹈

　

段
階
補
正
見
直
し
に
よ
る
実
際
の
各
団

体
ご
と
の
影
響
額
は
、
平
成
十
四
年
度
の

単
位
費
用
・
測
定
単
位
・
補
正
係
数
が
確

定
し
な
い
と
算
出
で
き
な
い
が
、
平
成
十

三
年
度
算
定
に
当
て
は
め
て
人
口
段
階
別

に
モ
デ
ル
的
に
試
算
す
る
と
別
表
の
と
お

り
と
な
る
。
な
お
、
段
階
補
正
見
直
し
に

伴
う
地
方
交
付
税
額
の
削
減
分
は
単
位
費

用
に
上
積
み
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
交

付
税
総
額
に
は
影
響
し
な
い
。
ま
た
、
個

別
団
体
の
影
響
額
に
つ
い
て
、
総
務
省

は
、
小
規
模
市
町
村
の
基
準
財
政
需
要
額

の
二
％
程
度
で
あ
り
、
財
政
運
営
に
支
障

が
生
じ
る
額
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
自
治
日
報
社　

井
田
正
夫
）

（
別
表
）

�
段
階
補
正
見
直
し
に
よ
る
基
準
財

政
需
要
額
へ
の
影
響

　

団
体
ご
と
の
影
響
額
は
、
平
成
十
四
年

度
単
位
費
用
及
び
補
正
係
数
が
確
定
し
な

い
と
計
算
で
き
な
い
が
、
平
成
十
三
年
度

算
定
に
当
て
は
め
て
試
算
す
る
と
、
概
ね

次
の
と
お
り
と
見
込
ま
れ
る
。

Ｈ１４影響額

Ａ×１／３

見直し影響額

Ａ
人口段階

△　８百万円△２４百万円　１，０００人前後

△１８百万円△５５百万円　４，０００人前後

△１７百万円△５２百万円　８，０００人前後

△１７百万円△５０百万円１２，０００人前後

△１７百万円△５０百万円２０，０００人前後

△１０百万円△３０百万円３０，０００人前後

（引受保険会社） 損　保　＝　損害保険会社22社 
生　保　＝　アリコ・ジャパン 

 
営業所（全国26か所） 
 
北海道　011（272）8677 
青森　0177（38）2915 
宮城　022（275）0891 

福島　024（558）2980 
千葉　043（227）2328 
神奈川　045（453）7663 
山梨　0552（37）7558 
新潟　025（283）5650 
石川　076（229）1335 

長野　026（285）4764 
岐阜　0584（73）2761 
愛知　0566（81）2072 
三重　059（223）2808 
奈良　0744（29）8281 
島根　0852（37）2163 

岡山　086（245）4833 
広島　082（844）1067 
山口　083（928）7886 
徳島　088（624）1603 
福岡　092（632）9714 
佐賀　0952（29）3145 

長崎　095（823）9583 
熊本　096（359）1766 
宮崎　0985（32）2789 
鹿児島　099（206）1019 
沖縄　098（862）2627
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�
　

早
川
町
は
山
梨
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
町
の
面
積
は
三
七
〇
�
で
、
そ
の

う
ち
九
六
％
を
山
林
が
占
め
、
南
ア
ル

プ
ス
を
有
す
る
純
山
林
地
帯
で
す
。

　

社
会
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
、
過
疎

地
と
し
て
の
現
実
の
中
、
昭
和
五
十
五

年
四
月
に
は
、「
潤
い
と
活
力
の
あ
る

町
づ
く
り
」
を
か
か
げ
長
期
総
合
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
厳
し
い
現
実
を

打
破
す
る
た
め
、
町
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
南
ア
ル
プ
ス
邑
建
設
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
現
在
は
平
成
七
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
、
上
流
文
化
圏

構
想
に
基
づ
く
、
新
長
期
総
合
計
画
を

推
進
し
て
い
る
。

�
　

昭
和
五
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
二
日

未
明
に
か
け
台
風
十
号
が
本
町
を
直

撃
、
被
害
は
百
数
十
億
円
に
も
な
り
、

そ
の
復
旧
に
大
き
な
費
用
と
長
い
歳
月

を
費
や
し
た
が
、
郷
土
の
復
旧
を
願
う

連
帯
と
町
を
思
う
心
を
呼
び
起
こ
し
、

住
民
の
意
識
が
町
づ
く
り
一
つ
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
契
機
に
、「
む
ら
お
こ
し

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
長
期
総
合
計
画

を
見
直
し
た
。
�
旧
村
一
拠
点
整
備
を

め
ざ
し
、
そ
れ
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
、
�
自
然
を
背
景
に
し
た
観
光
の
町

づ
く
り
、
農
林
業
の
活
性
化
、
�
住
民

長
期
総
合
計
画
の
推
進

昭
和
五
十
七
年
の
台
風
災
害

を
克
服

が
誇
り
に
で
き
る
環
境
整
備
（
公
共
施

設
、
道
路
、
上
下
水
道
等
）
を
主
体
と

し
て
町
民
自
ら
の
町
づ
く
り
の
実
現
を

め
ざ
し
た
。
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
町

政
推
進
を
図
っ
て
い
く
新
た
な
南
ア
ル

プ
ス
邑
計
画
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
っ

た
。

�
　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
本
町
は
、
集

落
の
点
在
も
多
く
一
か
所
の
施
設
集
中

は
活
性
化
に
結
び
つ
か
な
い
と
考
え
、

旧
村
六
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
整
備
が

進
め
ら
れ
た
。
拠
点
整
備
、
事
業
推
進

に
は
、
国
・
県
の
支
援
が
欠
か
せ
ず
、

ま
た
こ
れ
を
励
み
に
町
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

西
山
地
区
で
は
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
里

と
称
し
、
温
泉
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

山
岳
写
真
館
（
年
に
一
度
、
白
旗
史
朗

山
岳
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
）、
民

家
の
復
元
な
ど
の
施
設
整
備
が
な
さ
れ

て
き
た
南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
と
し
て

も
に
ぎ
わ
う
三
里
地
区
で
は
野
鳥
と
水

車
と
休
暇
の
里
と
称
し
、
温
泉
宿
泊
施

設
、
野
鳥
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
山

旧
村
一
拠
点
づ
く
り
の
推
進

平成13年度　過疎地域自立活性化優良事例表彰

総務大臣賞
現地レポート現地レポート

山梨県山梨県

早 川 町 早  川  町 
はや かわ ちょう

上流文化圏構想の推進

ハ
ム
作
り

早川町
�

甲府市
�
山梨県
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林
と
都
市
と
の
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

　

都
川
地
区
で
は
都
市
と
町
民
の
ふ
れ

あ
い
の
里
と
称
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

町
民
会
館
が
あ
り
、
町
の
中
心
に
位
置

し
て
い
る
。
や
ま
の
ピ
ア
、
草
場
温

泉
、
ハ
ム
工
場
、
み
そ
工
場
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
山
菜

ま
つ
り
」
も
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開

催
さ
れ
、
町
外
か
ら
二
万
人
近
い
人
が

訪
れ
る
。

　

硯
島
地
区
で
は
森
と
湖
と
硯
の
里
と

称
し
、
宿
泊
温
泉
施
設
が
あ
る
。
ま
た

当
地
は
硯
の
原
産
地
で
あ
り
硯
会
館

（
硯
匠
庵
）
の
整
備
が
な
さ
れ
、
湖
を
含

め
美
し
い
峡
谷
地
と
し
て
大
勢
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

五
箇
地
区
で
は
森
林
の
路
と
芸
術
の

里
と
称
し
て
、
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
の

整
備
が
な
さ
れ
、
こ
こ
で
は
芸
術
家
が

集
う
事
も
出
来
、
地
域
の
公
民
館
活
動

の
場
で
も
あ
り
、
上
流
文
化
圏
構
想
に

も
と
づ
く
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

本
建
地
区
で
は
町
の
玄
関
口
と
し

て
、
町
の
案
内
所
、
特
産
品
の
販
売
、

レ
ス
ト
ラ
ン
を
合
わ
せ
持
つ
南
ア
ル
プ

ス
プ
ラ
ザ
が
あ
る
。
ま
た
、
平
成
五
年

に
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
に
選
定
さ

れ
た
赤
地
地
区
な
ど
が
あ
る
。

　

六
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
、
特
徴
や
地
域

性
の
あ
る
拠
点
整
備
が
さ
れ
て
き
た
。

�
　

都
市
の
良
さ
、
山
村
の
良
さ
を
知
る

連
携
と
交
流
の
ス
タ
ー
ト

＝
品
川
区
と
交
流
＝

と
と
も
に
、
双
方
に
欠
け
て
い
る
も
の

を
互
い
に
補
い
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
心
を
養
う
事
を
目
的
と
し
た
東
京

都
品
川
区
と
の
交
流
で
あ
る
。
試
験
交

流
を
重
ね
、
平
成
二
年
四
月
よ
り
、「
ふ

る
さ
と
交
流
協
定
」
を
結
ん
だ
。
そ
れ

に
災
害
時
の
相
互
援
助
協
定
も
結
ん
で

い
て
、
多
方
面
に
わ
た
り
、
本
格
的
な

交
流
を
深
め
て
い
る
。

�
　

昭
和
五
十
五
年
、
若
者
の
士
気
の
鼓

舞
に
と
芸
能
太
鼓
を
取
り
入
れ
、
南
ア

ル
プ
ス
白
鳳
太
鼓
が
創
設
さ
れ
た
。
広

域
的
な
各
地
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
連

携
、
交
流
が
続
き
、
海
外
公
演
の
機
会

も
あ
り
、
親
善
の
一
翼
を
担
っ
た
。
イ

ベ
ン
ト
等
、
町
内
外
の
出
演
回
数
は
非

南
ア
ル
プ
ス
白
鳳
太
鼓
が
響
く

常
に
多
く
、
継
承
、
保
存
の
た
め
中
学

生
も
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

�
　

昭
和
六
十
三
年
四
月
、
過
疎
地
域
の

活
性
化
、
働
く
場
の
確
保
、
都
市
と
山

村
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、「
財
団

法
人
南
ア
ル
プ
ス
ふ
る
さ
と
活
性
化
財

団
」
が
設
立
さ
れ
た
。
特
産
の
里
づ
く

り
で
は
、
み
そ
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
製
造

販
売
を
し
て
い
る
。
他
に
温
泉
施
設
、

野
鳥
公
園
、
ヤ
マ
メ
ピ
ア
、
ハ
ム
工
場
、

水
工
房
、
民
俗
資
料
館
、
写
真
館
、
南

ア
ル
プ
ス
プ
ラ
ザ（
レ
ス
ト
ラ
ン
）オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
、
山
ブ
ド
ウ
ワ

イ
ン
の
販
売
な
ど
多
種
に
わ
た
り
取
り

組
ん
で
い
る
。
財
団
は
、
県
内
は
も
と

よ
り
、
県
外
に
も
出
か
け
交
流
文
化
の

場
、
営
業
活
動
の
施
設
と
な
っ
て
い

る
。
町
内
に
お
い
て
は
少
な
い
企
業
の

中
で
三
十
数
名
の
就
労
者
を
確
保
し
て

い
る
貴
重
な
組
織
で
も
あ
り
、
運
営
は

厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
経
済
効
果
は

大
で
あ
る
。

�
　

昭
和
六
十
一
年
に
、
全
国
の
町
村
が

連
携
を
持
っ
て
活
性
化
を
め
ざ
す
た
め

の
組
織
が
出
来
た
。
こ
れ
に
は
東
京
浅

草
お
か
み
さ
ん
会
が
協
力
関
係
を
深
め

て
い
て
都
市
商
店
街
と
地
方
行
政
と
が

相
互
に
共
存
共
栄
を
め
ざ
し
て
取
り
組

南
ア
ル
プ
ス
ふ
る
さ
と
活
性

化
財
団
の
設
立

地
域
資
源
活
用
機
構
に
加
入

消
防
出
初
式

品
川
区
と
の
交
流　
お
田
植
え

南
ア
ル
プ
ス
白
鳳
太
鼓
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フォーラム

ん
で
お
り
、
平
成
九
年
に
は
、「
浅
草
旬

の
市
」
を
開
業
、
地
方
の
特
産
品
の
販

売
や
情
報
交
換
の
東
京
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。（
全
国
加
入
。
早
川
町
を
含

五
町
村
）

�
　

山
菜
ま
つ
り
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
、
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る

人
、
故
郷
の
な
い
人
が
町
民
と
ふ
れ
あ

う
場
と
し
て
実
施
し
て
き
て
い
る
歴
史

の
あ
る
ま
つ
り
で
あ
る
。
町
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
町
民
の
参
加
者

と
町
外
か
ら
の
多
く
の
参
加
者
が
、
新

緑
の
燃
え
る
中
で
一
堂
に
会
し
、
交
流

を
楽
し
む
。
特
産
品
や
山
菜
の
販
売
も

あ
り
、
取
り
た
て
の
山
菜
は
て
ん
ぷ
ら

◎
南
ア
ル
プ
ス
早
川
山
菜
ま
つ
り

◎
南
ア
ル
プ
ス
紅
葉
と
そ
ば
ま
つ
り

料
理
で
舌
つ
づ
み
を
う
つ
。

　

も
う
一
つ
町
の
大
イ
ベ
ン
ト
は
紅
葉

と
そ
ば
ま
つ
り
で
あ
る
。
会
場
は
ヘ
ル

シ
ー
美
里
で
平
成
七
年
よ
り
開
催
さ
れ

今
年
で
七
回
目
と
な
り
、
晩
秋
の
一

日
、
紅
葉
に
色
ど
ら
れ
た
中
で
盛
り
上

が
る
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
そ
ば
の
店
を

出
店
、
味
一
番
を
め
ざ
し
て
特
産
品
に

み
が
き
を
か
け
て
い
る
。

�
　

山
と
水
を
守
り
続
け
た
先
人
に
学

び
、
地
域
の
生
活
文
化
の
創
造
に
向

け
、
自
然
と
共
生
で
き
る
新
し
い
文
化

の
構
築
の
た
め
の
構
想
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
平
成
八
年
四
月

に
は
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所
が
設
立

日
本
上
流
文
化
圏
構
想
に
基

づ
く
研
究
所
の
設
立

さ
れ
た
。

　

研
究
所
の
開
設
も
上
流
文
化
構
想
の

一
つ
で
、
こ
こ
で
は
常
時
四
名
の
ス

タ
ッ
フ
と
理
事
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
社
会
の
中
で
町
の
情
報
の
受

発
進
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
上

流
域
と
の
交
流
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
、
情
報
交
換
。
高
齢
化
、
過
疎
化
へ

の
課
題
の
研
究
。
先
人
の
築
い
た
文
化

の
伝
承
研
究
。
ま
た
、
住
民
を
対
象
に

し
た
二
、
〇
〇
〇
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

度
、
地
域
づ
く
り
に
前
向
き
な
研
究
機

関
の
活
動
を
中
心
に
、
優
良
事
例
表
彰

を
い
た
だ
く
事
に
な
っ
た
が
、
町
民
総

参
加
の
地
域
づ
く
り
の
結
果
で
あ
り
、

町
民
の
皆
様
へ
の
表
彰
で
あ
る
事
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

�
　

不
便
さ
や
就
労
の
場
の
少
な
い
当
町

に
お
い
て
、
引
き
続
き
厳
し
い
現
実
に

向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
人
口
が
少
な
い
事
は
、
個
人
の
意

見
や
考
え
が
行
政
に
反
映
し
易
い
事
、

個
人
個
人
を
大
切
に
出
来
る
環
境
で
あ

る
事
な
ど
を
大
き
な
利
点
と
し
て
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
や
高
齢
化
等
、
町
づ
く
り
の
う

え
で
課
題
も
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
検
証
し
な
が
ら
、
新
世
紀
の

初
め
で
も
あ
り
、
再
構
築
の
考
え
を

持
っ
て
、
創
意
工
夫
や
特
徴
を
生
か
し

た
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

今
、
町
村
合
併
問
題
が
、
議
会
、
役

場
、
住
民
と
で
議
論
や
説
明
会
の
場
を

持
っ
て
い
る
が
、
広
大
な
本
町
に
お
い

て
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
取
り

組
ん
で
来
た
各
種
事
業
の
運
営
上
の
低

下
等
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
力
が
試

さ
れ
る
機
会
で
も
あ
り
、
地
域
振
興
へ

の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。

　

南
ア
ル
プ
ス
の
豊
か
な
自
然
を
背
景

に
、
情
報
化
に
も
乗
り
遅
れ
な
い
、
確

か
な
歩
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
早
川
町
・
企
画
振
興
課
）

こ
れ
か
ら
の
歩
み

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

紅
葉
と
そ
ば
祭
り

紅
葉
と
そ
ば
祭
り
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�

�

　

こ
れ
ま
で
火
災
な
ど
緊
急
時
の
消

防
団
員
の
招
集
を
有
線
放
送
や
サ
イ

レ
ン
で
行
っ
て
い
た
町
は
、
団
員
が

所
持
し
て
い
る
携
帯
電
話
に
一
斉
同

報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
の

本
格
運
用
を
開
始
し
、
緊
急
時
の
際

の
迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
は
役
場
職
員
へ
の
活
用
も
検
討
し

て
い
る
。

�

�

　

町
で
は
、
仁
賀
保
高
原
の
町
有
地

に
民
間
企
業
が
敷
設
し
た
発
電
用
風

車
群
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
風
車

は
、
高
さ
九
十
三
ｍ
、
ブ
レ
ー
ド（
三

枚
の
羽
根
）
の
長
さ
三
十
三
ｍ
で
国

内
最
大
級
。
町
営
休
憩
施
設
「
ひ
ば

り
荘
」
を
取
り
囲
む
よ
う
に
十
五
基

が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
町
は
周
辺
整

備
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
申
し
込
ん
だ
人
へ
町
の
情

報
な
ど
を
満
載
し
た
「
只
見
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
」
を
配
信
し
て
い
る
。
購

読
は
無
料
で
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
季

節
の
話
題
、
郷
土
料
理
な
ど
、
週
一

回
更
新
さ
れ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情

報
を
提
供
し
、
町
の
魅
力
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
歴
史
と
風
土
に
培
わ
れ
た

町
並
み
や
景
観
を
保
全
す
る
た
め
、

消
防
団
員
の
緊
急
連
絡
に

一
斉
同
報
メ
ー
ル

岩
手
県

矢
巾
町

風
車
群
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
話
題
に

秋

田

県

仁
賀
保
町

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行

福
島
県

只
見
町

住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定

神
奈
川
県

大

磯

町

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
原
案
作
成

段
階
か
ら
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
や
、
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委

員
に
町
民
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
な

ど
、
各
種
の
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
を

盛
り
込
ん
だ「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を

制
定
、四
月
か
ら
全
面
施
行
す
る
。

�

�

　

町
は
、
基
幹
産
業
の
甲
州
ブ
ド
ウ

栽
培
と
甲
州
ブ
ド
ウ
を
原
料
に
し
た

ワ
イ
ン
製
造
の
振
興
を
図
っ
て
い
く

た
め
、「
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
景
観
保
全

基
金
」
を
設
置
し
て
い
る
。
基
金
を

活
用
し
て
ブ
ド
ウ
畑
の
景
観
を
守
っ

て
い
く
た
め
の
支
援
措
置
な
ど
を
講

じ
、
甲
州
ブ
ド
ウ
栽
培
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

�

�

　

環
境
保
全
型
農
業
を
実
践
す
る

「
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正
直
農
業
」
を

推
進
し
て
い
る
町
は
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
を
た
い
肥
化
し
、

農
産
物
と
し
て
再
び
食
卓
に
の
せ
る

「
食
品
資
源
再
生
事
業
」の
平
成
十
四

年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
、
公
募
し

た
参
加
者
を
対
象
に
、
生
ご
み
の
分

別
回
収
を
試
験
的
に
実
施
し
た
。

�

�

　

町
は
、
職
員
の
町
民
応
対
の
向
上

を
図
り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
職
員
の
顔
写
真
を
入

れ
た
職
員
配
置
図
を
役
場
内
の
係
ご

と
に
掲
示
し
て
い
る
。
配
置
図
は
カ

ラ
ー
で
、
名
前
、
顔
写
真
の
ほ
か
、

役
職
名
、
担
当
業
務
も
記
載
し
、
各

係
の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
入
口
の
壁
に
設

「
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
景
観
保
全
基
金
」

を
設
置

山
梨
県

勝
沼
町

食
品
資
源
再
生
事
業
の

導
入
へ
向
け
生
ご
み
分
別
回
収

福
井
県

池
田
町

顔
写
真
付
き
職
員
配
置
図

を
掲
示

長
野
県

箕
輪
町

置
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
長
寿
福
祉
社
会
に
対
応
し

た
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
公
募
し
た

三
十
〜
六
十
歳
代
の
町
民
を
対
象
に

「
生
き
が
い
リ
ー
ダ
ー
」育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
年
間
九
回
に
わ

た
り
指
導
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
知

識
や
介
護
知
識
な
ど
の
研
修
を
実
施

し
、
高
齢
者
や
障
害
者
支
援
の
リ
ー

ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
。

�

�

　

町
は
、
町
内
を
巡
回
し
て
い
る
福

祉
バ
ス
の
側
面
に
、
様
々
な
標
語
を

記
し
た
磁
石
式
の
掲
示
板
（
長
さ
三

ｍ
、
幅
四
十
三
㎝
）
を
取
り
付
け
て

運
行
し
、
町
民
の
啓
発
に
役
立
て
て

い
る
。掲
示
板
は
、ポ
イ
捨
て
防
止
や

人
権
啓
発
、
下
水
道
に
関
す
る
標
語

な
ど
八
種
類
の
も
の
が
あ
り
、
時
期

に
合
わ
せ
て
取
り
替
え
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
一
環

と
し
て
再
生
品
の
使
用
を
促
進
し
て

い
く
た
め
、
町
指
定
ご
み
袋
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
再
生
品
を
使
用
す
る
こ

と
を
決
め
、
事
業
所
用
ご
み
袋
で
導

入
し
て
い
る
。従
来
の
も
の
に
比
べ

破
れ
に
く
く
、
焼
却
炉
に
与
え
る
負

荷
が
少
な
い
の
も
利
点
で
、
家
庭
用

に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

�

�

　

西
伯
町
、
日
南
町
、
日
野
町
が
運

営
す
る
三
自
治
体
病
院（
西
伯
病
院
、

日
南
病
院
、
日
野
病
院
）
は
、
災
害

生
き
が
い
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
を
推
進

静
岡
県

榛
原
町

福
祉
バ
ス
に

磁
石
式
掲
示
板
を
導
入

大
阪
府

忠
岡
町

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
再
生
品

の
ご
み
袋
を
導
入

和
歌
山
県

白

浜

町

自
治
体
病
院
間
で

災
害
時
支
援
協
定
締
結

鳥

取

県

西
伯
町
外
二
町

時
に
お
け
る
相
互
協
力
支
援
を
行
う

た
め
、
い
ず
れ
か
の
病
院
が
被
害
を

受
け
た
場
合
、
被
害
を
免
れ
た
病
院

が
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
派
遣
、
医
薬
品
の
支
援
を

す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。

�

�

　

村
は
、
県
内
初
の
国
土
調
査
法
に

基
づ
く
土
地
分
類
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
調
査
で
は
斜
面
の
角
度
を
調
べ

「
山
地
」「
丘
陵
地
」
な
ど
に
地
形
を

分
類
し
た
り
、
地
下
三
十
ｍ
ま
で
の

地
質
を
調
べ
た
り
す
る
。
調
査
結
果

は
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
、
防

災
計
画
の
見
直
し
や
土
地
の
利
用
法

の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す
る
。

�

�

　

町
内
の
と
ら
ま
る
公
園
の
整
備
に

力
を
入
れ
て
い
る
町
は
、
現
代
美
術

の
巨
匠
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
彫

像
九
体
を
米
国
の
ダ
リ
美
術
館
や
ス

ペ
イ
ン
の
ダ
リ
財
団
か
ら
無
償
で
借

り
受
け
、
同
公
園
内
で
野
外
展
示
し

て
い
る
。
平
成
十
五
年
夏
ま
で
展
示

し
て
い
く
予
定
。

�

�

　

町
で
は
、
町
職
員
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技

術
）
サ
ー
ビ
ス
バ
ン
ク
桜
島
」
を
設

立
し
て
い
る
。
多
く
の
町
民
に
パ
ソ

コ
ン
を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

の
が
ね
ら
い
で
、
勤
務
時
間
外
に
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
か
ら
の
相
談
を
電
話

で
受
け
付
け
て
い
る
。

県
内
初
の

土
地
分
類
調
査
を
実
施

山
口
県

旭

村

ダ
リ
の
彫
像
九
体
を

野
外
展
示

香
川
県

大
内
町

町
民
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン

相
談
を
受
け
付
け

鹿
児
島
県

桜

島

町
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私
た
ち
は
理
性
的
で
感
情
を
で
き
る

だ
け
抑
え
た
方
が
判
断
が
で
き
、
決
断

が
早
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

最
近
の
脳
の
研
究
で
は
ま
っ
た
く
逆
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

前
頭
葉
の
傷
害
で
感
情
の
発
揮
が
弱

く
、
何
事
に
も
ク
ー
ル
に
な
っ
た
人
は

物
事
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
決
断

は
多
く
の
場
合
に
間
違
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
で
五
つ
く
ら
い
の
選
択

肢
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
と
い
う
よ
う
な
問

題
で
は
常
に
正
解
を
答
え
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
人
生
に
お
け
る
よ
う
に
、
解
答

の
可
能
性
が
無
限
で
あ
る
よ
う
な
場
合

に
は
結
論
を
出
せ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
理

性
で
は
結
論
に
絞
り
込
め
な
い
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
が
決
断
し
て

い
る
時
に
は
ま
ず
感
情
的
な
好
き
嫌
い

に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
選
択
肢
に
絞
り

込
み
、
こ
こ
か
ら
理
性
で
最
終
的
な
結

論
に
導
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、
感
情
が

豊
か
で
、
喜
び
や
悲
し
み
の
気
持
ち
が

強
い
人
ほ
ど
物
事
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
う
つ
状
態
に

な
る
と
、
く
よ
く
よ
し
て
感
情
が
暗
く

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
考
え

が
堂
々
め
ぐ
り
を
し
て
、
決
断
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
う
つ
状
態
で
は
喜
び
や
生

き
生
き
し
た
感
情
が
わ
か
ず
、
暗
い
感

情
以
外
は
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
決
断
で
き
、
積
極
的
に
生

き
て
ゆ
け
る
た
め
に
は
う
つ
な
気
分
を

脱
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
と
こ
ろ

で
、
私
た
ち
の
感
情
は
脳
内
物
質
の
影

響
を
う
け
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ド
ー
パ
ミ
ン
と
い
う
脳
内
物
質
は
私
た

ち
に
喜
び
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
セ

ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
物
質
は
精
神
を
安
定

さ
せ
、
気
持
ち
を
活
動
的
に
し
ま
す
。

し
か
し
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
物
資

の
奴
隷
で
は
な
い
の
で
す
。た
と
え
ば
、

ひ
い
き
の
野
球
チ
ー
ム
が
勝
っ
た
時
の

喜
び
は
ど
う
で
し
ょ
う
。気
分
が
な
ん

と
な
く
晴
れ
晴
れ
し
ま
す
。こ
れ
は
実

は
脳
内
の
ド
ー
パ
ミ
ン
や
セ
ロ
ト
ニ
ン

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

つ
ま
り
気
持
ち
の
持
ち
方
で
脳
内
の
物

質
を
変
化
さ
せ
、そ
れ
に
よ
り
明
る
く
、

元
気
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
ず
、
自
分
の
心
を
明
る
く
し
、
元

気
に
な
る
よ
う
な
言
葉
を
選
ん
で
、
い

つ
も
こ
の
言
葉
を
自
分
に
か
け
て
や
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
る
宗
教
家

は
、「
自
分
は
神
の
子
だ
」
と
思
え
、
と

教
え
て
い
ま
す
。
実
際
は
こ
の
言
葉
に

は
力
が
あ
り
、
こ
れ
を
口
ず
さ
ん
で
い

る
と
、
次
第
に
元
気
が
わ
い
て
く
る
よ

う
な
気
持
ち
が
し
ま
す
。

ま
た
、
詩
人
の
寺
山
修
司
と
い
う
人

は
「
振
り
向
く
な
、
後
ろ
に
は
未
来
は

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
当
た
り
前

の
よ
う
な
こ
の
言
葉
も
口
ず
さ
む
と
元

気
が
出
ま
す
。
つ
ま
り
、
言
葉
は
私
た

ち
の
気
持
ち
を
変
え
、
さ
ら
に
脳
内

ド
ー
パ
ミ
ン
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す

作
用
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

聖
書
と
か
あ
る
種
の
人
生
論
の
本
が

生
き
る
力
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
の

は
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
言
葉
が
私
た
ち

の
心
の
あ
り
方
、
つ
ま
り
脳
内
物
質
の

量
を
変
え
る
か
ら
な
の
で
す
。

つ
ぎ
に
大
事
な
こ
と
は
自
分
を
傷
つ

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
の
研

究
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
心
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
こ
と
を
体
験
す
る
と
脳
細
胞

が
死
滅
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く

事
業
が
倒
産
し
た
り
、
か
わ
い
い
孫
を

失
っ
た
り
す
る
と
急
に
ボ
ケ
の
症
状
を

示
す
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
激
し
い
ス

ト
レ
ス
が
下
垂
体
―
副
腎
皮
質
系
を
介

し
て
副
腎
皮
質
か
ら
コ
ル
チ
ゾ
ル
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
を
出
さ
せ
ま
す
。
こ
の
ホ

ル
モ
ン
は
本
来
血
液
の
ブ
ド
ウ
糖
の
量

を
増
や
し
て
、
ス
ト
レ
ス
の
抵
抗
性
を

高
め
る
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
な
の
で
す

が
、
多
く
な
り
す
ぎ
る
と
記
憶
を
つ
か

さ
ど
る
海
馬
と
い
う
部
分
の
細
胞
を
死

滅
さ
せ
、
記
憶
を
傷
害
し
ま
す
。
さ
ら

に
感
情
も
弱
め
ま
す
。
す
る
と
決
断
な

ど
も
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

ウ
ツ
な
気
分
を
脱
し
、
決
断
力
向
上
の

ウ
ツ
な
気
分
を
脱
し
、
決
断
力
向
上
の

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

高

田

明

和

高

田

明

和

浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授

浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授

選ぶならUFJの 
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次
は
明
る
さ
で
す
。
私
た
ち
は
夜
暗

い
時
に
は
暗
い
考
え
に
支
配
さ
れ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
朝
起
き
て
み
る
と
、

な
ぜ
こ
ん
な
考
え
に
と
ら
わ
れ
た
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
る
と
い
う

経
験
は
皆
さ
ま
お
持
ち
で
し
ょ
う
。

ま
た
北
欧
で
は
冬
が
長
く
、
日
光
が

少
な
い
の
で
、
季
節
う
つ
病
と
い
っ

て
、
う
つ
状
態
に
な
る
人
が
増
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
太
陽
の
光
が
さ

ん
さ
ん
と
照
ら
す
南
に
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
旅
行
す
る
と
治
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
旅
行
し
な
く
て
も
、
強
い
光
を
目

に
入
れ
て
や
る
と
こ
の
う
つ
病
は
治
り

ま
す
。
こ
れ
を
う
つ
病
の
光
線
療
法
と

言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
光
は
私
た
ち

を
元
気
に
し
、
う
つ
状
態
か
ら
抜
け
出

さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
一
日
十
五

分
く
ら
い
は
明
る
い
日
差
し
の
中
を
歩

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
最
近
流
行
の
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
な
ど
は
光
を
浴
び
て
、
運
動

に
も
な
る
の
で
、
う
つ
状
態
の
対
策
と

し
て
勧
め
ら
れ
ま
す
。

次
は
眠
り
で
す
。う
つ
状
態
に
な
る

と
眠
ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、
眠
り
の
際

に
は
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
ガ
ン
マ
ア
ミ
ノ
酪
酸
）

が
増
え
て
、
こ
れ
が
眠
り
を
さ
そ
い
ま

す
。こ
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
実
は
精
神
を
安

定
さ
せ
る
も
の
で
す
。ま
た
、
昼
間
日

光
を
あ
び
る
と
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
で
き
る

の
で
す
が
、夜
は
こ
れ
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
と

い
う
物
質
に
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
は
眠

り
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で
有
名
で
す
。

眠
り
は
昼
間
取
り
込
ん
だ
多
く
の
情

報
を
整
理
す
る
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
正
し
い
眠
り
を
と
ら

な
い
と
、
脳
が
混
乱
し
、
正
し
い
決
断

が
で
き
な
い
の
で
す
。
よ
い
眠
り
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
栄
養
で
す
。
最
近
は
生
活
習

慣
病
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
食
べ
な
い
こ

と
、
と
く
に
肉
や
甘
い
も
の
を
食
べ
な

い
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
年
間
三
万
三
千
人
の
自
殺
者
が
出
る

最
近
で
は
心
の
安
定
、
脳
の
栄
養
が
何

よ
り
大
事
で
す
。

先
ほ
ど
述
べ
た
脳
内
物
質
の
セ
ロ
ト

ニ
ン
は
肉
の
成
分
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
か

ら
作
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ド
ー
パ
ミ
ン
も

肉
の
成
分
の
フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
や
チ

ロ
シ
ン
か
ら
作
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
れ

ら
は
必
須
ア
ミ
ノ
酸
と
言
っ
て
私
た
ち

の
体
で
は
作
ら
れ
ず
、
食
事
か
ら
と
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
大
事
な
の
は
ブ
ド
ウ
糖

で
す
。
ブ
ド
ウ
糖
は
脳
の
唯
一
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
す
。
こ
の
供
給
が
数
分
途

絶
え
れ
ば
私
た
ち
の
脳
は
働
か
な
く
な

り
、
植
物
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
さ
ら
に
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
も
と
に
な

る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
を
脳
内
に
取
り
込

む
の
に
ブ
ド
ウ
糖
が
必
要
で
す
。

ブ
ド
ウ
糖
の
簡
便
な
供
給
源
は
砂

糖
、
つ
ま
り
甘
い
も
の
で
す
。砂
糖
は
ブ

ド
ウ
糖
と
果
糖
か
ら
で
き
て
い
て
、
特

別
に
肥
満
を
引
き
起
こ
す
力
は
あ
り
ま

せ
ん
。食
後
に
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
甘
い

も
の
を
と
っ
た
り
、
疲
れ
た
時
に
コ
ー

ヒ
ー
に
砂
糖
を
入
れ
て
飲
む
こ
と
は
、

う
つ
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
の
で
す
。
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随 想

私
ど
も
勢
和
村
は
、
三
重
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
し
歴
史
も
古
く
、
自

然
、
文
化
、
豊
か
な
農
山
村
で
す
。
地

域
資
源
を
活
用
し
て
数
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
自
ら
立
上
り
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
大
き

な
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「
岩
一
升
、
米
一
升
」
こ
の
こ
と
わ
ざ

は
村
の
農
業
用
水
史
の
建
設
工
事
に
か

か
る
困
難
と
作
業
に
従
事
し
た
先
人
達

の
苦
労
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
用
水
「 
立  
梅 
用
水
」
は
一
八
二

た
ち 
ば
い

三
（
文
政
六
）
年
当
時
、
村
の
地
士
ら

の
尽
力
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。
全
長

三
〇
㎞
、
山
肌
を
縫
う
よ
う
に
走
り
、

苦
し
い
農
民
の
暮
ら
し
を
救
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
今
日
ま
で
約
一
八
〇
年
に
わ

た
り
農
業
用
水
と
し
て
ま
た
、
防
火
や

生
活
用
水
な
ど
地
域
用
水
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
農
業
の
近
代
化
に
伴
い
、
全
線

恒
久
施
設
と
な
り
、
維
持
管
理
の
軽
減

や
用
水
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
歴
史
的
な
水
路
だ
け
に
、
途
中
の

素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
や
切
り
通
し
と
呼

ば
れ
る
部
分
に
は
「
岩
一
升
、
米
一
升
」

の
こ
と
わ
ざ
が
偲
ば
れ
る
先
人
の
振
っ

た
「
ノ
ミ
」
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
水
路
の
近
代
化
が
終
る
頃
、

若
者
達
か
ら
、
ど
こ
で
水
を
取
り
、
ど

の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
、
こ
ん
な
声
が
上
り
ま
し
た
。

用
水
に
か
け
る
労
力
は
大
き
く
軽
減

さ
れ
ま
し
た
が
、
代
っ
て
農
家
と
用
水

の
絆
は
薄
れ
、
資
本
を
投
じ
た
近
代
化

は
、
便
利
さ
と
引
替
え
に
用
水
難
れ
と

言
う
ジ
レ
ン
マ
を
引
起
す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
こ
と
が
一
つ
の
転
機
と

な
り
、
用
水
へ
の
関
心
を
取
り
戻
そ
う

と
の
保
全
意
識
が
高
ま
り
、
地
域
住
民

自
ら
立
上
っ
た
の
が
「
ふ
る
さ
と
水
と

土
保
全
活
動
」
で
す
。

平
成
五
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
用
水
沿
い
や
農
地
の
周
辺
に
あ
じ
さ

い
を
植
え
る
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
特
色
あ
る
農
村
景
観
を
創
り
出

し
、
用
水
へ
の
関
心
を
も
高
め
よ
う
と

す
る
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
劇
を
通
じ
用
水

建
設
に
か
か
る
苦
労
の
史
実
を
演
じ
多

く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
、
ま
た
、
あ

る
グ
ル
ー
プ
は
、
荒
れ
た
休
耕
田
を
活

用
し
て
メ
ダ
カ
や
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
育

て
「
農
村
の
ビ
オ
ト
ー
プ
」
づ
く
り
を

始
め
、
子
供
達
の
情
操
教
育
の
場
と
し

て
活
用
を
す
す
め
ま
し
た
。

一
方
、
直
接
用
水
を
管
理
す
る
土
地

改
良
区
で
は
定
款
に
「
ふ
る
さ
と
水
と

土
保
全
活
動
」
を
明
記
し
、
受
益
農
家

だ
け
で
な
く
一
般
地
域
住
民
と
協
働

し
、
子
供
達
を
対
象
に
地
域
の
学
習
会

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
保
全
を
目
的
と

し
た
多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
や
が
て
大
き
な
村
づ
く
り
活
動
へ
と

発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

六
月
に
開
催
す
る
「
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」
で
は
保
全
活
動
を
通
じ
た
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
集
い
、
用

水
や
周
辺
農
地
を
最
大
限
に
活
用
し
つ

つ
都
市
と
農
村
の
交
流
を
も
図
る
と
い

う
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
、

予
想
以
上
の
来
訪
者
で
賑
わ
い
、
ま
た

新
た
な
土
地
改
良
区
の
取
り
組
み
や
地

域
住
民
に
よ
る
村
づ
く
り
は
全
国
か
ら

関
心
を
集
め
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
視

察
を
頂
く
程
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
一
連
の
活
動
が
「
豊
か
な

む
ら
づ
く
り
」
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
、
住
民
が
主
体
的
に
協
働
活
動
に
取

り
組
ん
だ
大
き
な
成
果
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
以
来
、
活
動
意
識
の
中
で
私

達
の
地
域
に
あ
る
身
近
な
「
水
や
土
」

は
、
最
も
大
切
な
「
地
域
資
源
」
で
あ

り
、
そ
れ
を
最
大
限
に
活
用
し
て
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
多
く
の
人
々
が
学
び

感
じ
と
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
、
村
で
は
地
域
住
民
、
行
政
、
土

地
改
良
区
が
協
働
し
様
々
な
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
も
身
近
で
最

も
大
切
な
「
地
域
資
源
」
こ
れ
を
多
面

的
に
活
用
で
き
る
こ
と
、
大
変
幸
せ
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

改
め
て
「
岩
一
升
、
米
一
升
」
の
こ

と
わ
ざ
に
正
面
か
ら
向
か
い
合
い
、
感

謝
の
念
と
活
動
を
通
し
、
水
や
土
の
大

切
さ
を
将
来
に
伝
え
て
行
く
、
こ
の
こ

と
が
私
達
の
使
命
で
あ
り
、
最
も
価
値

あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　■
 

地
域
資
源
を
活
用
し
て

三 重 県

 勢  和 村 長
せい わ

林　 道 郎
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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
介
護
保
険

制
度
の
実
施
状
況
を
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
六
五
歳
以
上
の
第
一

号
被
保
険
者
は
十
三
年
十
一
月
末
現
在
で

二
、
二
八
四
万
人
、
四
〇
〜
六
四
歳
の
第

二
号
被
保
険
者
は
十
三
年
度
見
込
み
で
、

四
、
二
八
六
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
は
十
三
年
十
一
月
末

で
二
八
五
万
人
、
う
ち
第
一
号
被
保
険
者

は
二
七
五
万
人
（
被
保
険
者
の
十
二
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
は
、
十
三
年
九

月
サ
ー
ビ
ス
分
で
、
居
宅
介
護
（
支
援
）

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
一
五
六
万
人
、
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
六
六
万
人
、
う

ち
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
三
一
万
人
、

介
護
老
人
保
健
施
設
が
二
四
万
人
、
療
養

病
床
等
が
一
一
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
給
付
費
の
支
払
状
況
（
暫
定
集
計

値
）
を
見
る
と
、
福
祉
用
具
購
入
費
な
ど

を
含
む
平
成
十
二
年
度
の
給
付
実
績
は
予

算
の
八
五
％
強
で
あ
り
、
平
成
十
三
年
三

月
以
降
の
各
月
の
国
保
連
の
支
払
実
績

は
、
予
算
の
九
割
を
超
え
る
水
準
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
保
険
料
収
納
率
は
平

成
十
二
年
度
で
九
八
・
六
％
、
平
成
十
三

年
十
月
調
定
分
ま
で
で
九
八
・
九
％
と
高

水
準
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
平
成
十
三

年
十
月
一
日
現
在
、
三
〇
九
市
町
村
が
低

所
得
者
の
保
険
料
の
単
独
減
免
を
実
施
し

て
お
り
、
前
年
同
月
の
七
二
市
町
村
と
比

べ
、
大
幅
な
増
加
傾
向
に
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
の
実
施
状
況
ま
と
ま
る

―
厚
生
労
働
省
―

地
域
材
利
用
等
基
本
方
針
ま
と
ま
る

―
林
野
庁
―

　

国
は
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
湿
室
効
果
ガ
ス
の

六
％
削
減
を
義
務
づ
け
る
京
都
議
定
書
を

〇
二
年
度
に
批
准
す
る
た
め
の
国
内
制
度

の
在
り
方
を
中
央
環
境
審
議
会
に
諮
問

し
、
一
月
二
十
四
日
に
「
京
都
議
定
書
の

締
結
に
向
け
た
国
内
制
度
の
在
り
方
に
関

す
る
答
申
」
を
受
理
し
た
。

　

答
申
に
よ
る
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

の
六
％
削
減
が
必
要
な
必
要
な
第
１
拘
束

期
間
（
二
〇
〇
八
〜
一
二
年
）
終
了
ま
で

を
三
区
分
。
〇
二
年
か
ら
三
年
間
、
〇
五

年
か
ら
三
年
間
の
対
策
が
終
了
す
る
ご
と

に
進
捗
状
況
な
ど
を
評
価
し
、
段
階
的
に

必
要
な
対
策
を
追
加
、
温
暖
化
対
策
診
断

な
ど
国
民
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
措
置

も
位
置
づ
け
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
自
然
的
社
会
的

条
件
に
応
じ
た
地
球
温
暖
化
計
画
を
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

方
公
共
団
体
が
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

適
当
だ
と
し
て
い
る
。

　

環
境
省
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
の
見
直
し
作
業

に
加
え
、
京
都
議
定
書
締
結
の
承
認
及
び

締
結
に
必
要
な
国
内
制
度
の
整
備
・
構
築

の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

な
お
、
今
国
会
に
提
出
予
定
の
温
暖
化

対
策
法
改
正
案
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

六
％
削
減
を
実
行
す
る
た
め
の
「
京
都
議

定
書
目
標
達
成
計
画
」
の
策
定
や
、
自
治

体
や
企
業
、
住
民
等
で
地
域
協
議
会
を
組

織
す
る
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

京
都
議
定
書
批
准
へ
達
成
計
画
策
定  

―
環
境
省
―

　

森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
示
さ
れ
た
課

題
へ
の
取
組
を
示
す
た
め
に
、
林
野
庁
は

「
地
域
材
利
用
の
推
進
方
向
及
び
木
材
産

業
体
制
整
備
の
基
本
方
針
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
報
告
書
は
、
地

域
材
の
利
用
推
進
に
よ
り
適
切
な
森
林
整

備
が
推
進
さ
れ
れ
ば
、
森
林
の
多
面
的
機

能
も
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
と
し
、
特
に

地
球
温
暖
化
防
止
の
面
で
、
木
材
利
用
及

び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
つ
い
て
、
国
民
や
産
業
界
等
の
理
解
と

協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

地
域
材
利
用
の
方
向
と
し
て
は
、
①
そ

の
地
域
の
住
宅
や
公
共
施
設
な
ど
へ
の
利

用
②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
内
装
の
木
質
化

等
へ
の
利
用
拡
大
③
端
材
等
を
燃
料
と
し

た
ボ
イ
ラ
ー
や
発
電
施
設
等
新
た
な
需
要

の
拡
大
④
木
質
新
素
材
の
開
発
や
多
様
な

業
種
と
の
連
携
―
等
を
挙
げ
て
い
る
。
平

成
二
十
二
年
に
は
、
二
千
五
百
万
�
の
地

域
材
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
木
材
産
業
体
制
整
備
の
基
本
方

針
と
し
て
は
、
低
コ
ス
ト
化
、
ロ
ッ
ト
の

確
保
、
品
質
・
性
能
の
明
確
化
に
よ
る
「
大

量
消
費
の
市
場
に
向
け
た
取
組
」
と
、
顔

の
見
え
る
木
材
で
の
家
づ
く
り
を
通
じ
て

最
終
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
製
品
を
供
給
す
る
「
関
係
者
の
連
携
に

向
け
た
取
組
」
を
地
域
の
特
性
に
応
じ
て

選
択
し
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る
。




